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F23 燃焼装置；燃焼方法 

注 

このクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用い

る： 

―“燃焼”は，可燃物質と分子酸素，例．空気中の，との間の

発熱を伴う連鎖的な化学反応を意味し，大半の場合に炎または

白熱の形式で光を発生させる； 

―“燃焼室”は，それ自体で維持される火または炎を確立する

ために燃料がその中で燃焼するものであって，その火または炎

を取り囲んでいる室を意味する； 

―“バーナ”は，それ自体で維持される炎を発生するために流

動性燃料が，または空気中に浮遊する固体燃料が，燃焼する燃

焼空間へ導かれる装置を意味する； 

―“空気”は，遊離した酸素を含み，および燃焼を促進または

維持させ得る気体の混合物を意味する。 

F23B 固体燃料のみを用いる燃焼方法また
は装置（室温では固体であるが溶解した状態
で燃焼する燃料の燃焼のためのもの，例．ロウ

ソクの蝋，Ｃ１１Ｃ５／００，Ｆ２３Ｃ，Ｆ２

３Ｄ；空気中に浮遊した固体燃料を用いるもの

Ｆ２３Ｃ，Ｆ２３Ｄ１／００；液体中に浮遊し

た固体燃料を用いるものＦ２３Ｃ，Ｆ２３Ｄ１

１／００；固体燃料を液体燃料と一緒に，ある

いは空気中に浮遊する固体燃料と一緒に，同時

にまたは択一的に用いるものＦ２３Ｃ，Ｆ２３

Ｄ１７／００） 

注 

（１）このサブクラスは，燃料自体が，流体搬送や浮遊状態で

はなく機械的に輸送されて燃焼するか、本質的に静止したまま

燃焼するか，のいずれかの燃焼のみを包含する。［８］ 

（２）このサブクラスでは，ファーストプレイス優先ルールが

適用される。即ち，各階層レベルにおいて，相反する指示がな

い限り最初の適切な箇所に分類する。［８］ 

（３）このサブクラスでは，方法は，用いられている装置を包

含しているグループに分類する。ある特殊なタイプの装置に関

連していない方法は，グループＦ２３Ｂ９０／００に分類する。

［８］ 

（４）このサブクラスでは，グループＦ２３Ｂ１０１／００～

Ｆ２３Ｂ１０３／００のインデキシングコードを付加するこ

とが望ましい。［８］ 

サブクラス内の索引 

燃焼装置 

2 以上の燃焼室の組み合わせ ...................... 10/00 

特に携帯または移動可能なもの .................... 20/00 

機能別 ................................... 30/00-60/00 

固体の燃焼残滓を再循環するもの .................. 70/00 

燃焼ガスのまたはその燃焼により放出される不燃焼ガスの明

確な流路を作成するもの .......................... 80/00 

装置の種類によらない燃焼方法 .................... 90/00 

このサブクラスの他のグループに分類されない主題事項99/00 

10/00 ２以上の燃焼室の組合わせに特徴のある燃

焼装置［８，２０１１．０１］ 

10/02 ・分離した二次燃焼室を含むもの［２０１

１．０１］ 

20/00 特に携帯または移動可能な燃焼装置［８］ 

30/00 燃えている燃料を攪拌するための駆動手段

を有する燃焼装置；燃えている燃料を燃焼

室を介して進ませるための駆動手段を有す

る燃焼装置［８］ 

30/02 ・燃料を支持している可動式の，例．振動

する，面を有するもの；可動する部分を

有する燃料を支持している面を有するも

の［８］ 

30/04 ・・燃料を支持している面を有するもので

あって，水平または傾斜軸の周囲に回転

しその面の内部でその燃料を支持するも

の，例．円筒状火格子［８］ 

30/06 ・・燃料を燃焼ゾーンを介して進ませるこ

とに特に適した燃料を支持する面を有す

るもの［８］ 

30/08 ・・・燃焼ゾーンを通って移動する，燃料

を支持する面を有するもの，例．鎖状火

格子を有するもの［８］ 

30/10 ・・・可動式であるが基本的に同じ場所の

ままである，燃料を進ませる要素を持っ

た燃料を支持する面を有するもの，例．

ローラまたは往復火格子棒［８］ 

40/00 燃料を燃焼室へ供給するための駆動手段を

有する燃焼装置［８］ 

40/02 ・燃料を支持している面に散らすことによ

り燃料が供給されるもの［８］ 

40/04 ・下の燃料を支持している面の開口部分か

ら燃料が供給されるもの［８］ 

40/06 ・燃料を支持している面に沿って燃料が供

給されるもの［８］ 

40/08 ・・ポット型またはトラフ型の火格子に供

給されるもの［８］ 

50/00 燃料が重力により燃焼ゾーンにまたはこれ

を介して供給される燃焼装置，例．燃焼ゾ

ーンの上部に設置された燃料貯蔵手段から

供給するもの［８］ 

50/02 ・燃料が，下部に燃焼ゾーンを有する柱状

物，山状物，または厚い層を形成するも

の［８］ 

50/04 ・・燃料の動きに対して燃焼空気および燃

焼排ガスの流れがほぼ交差しているもの

［８］ 

50/06 ・・燃料の支持面の開口部分から燃焼排ガ

スを下方に排気するもの［８］ 

50/08 ・・燃料を偏向させる部材によって燃料層

内に燃焼空間を形成しているもの［８］ 

50/10 ・・燃料が充填された導管の末端が燃料層

の表面にあり、その表面に燃焼ゾーンを
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形成するもの［８］ 

50/12 ・自由落下または傾斜面に沿って滑らせる

ことにより，燃焼ゾーンに供給される燃

料，例．燃料層の上部で終わっているコ

ンベアからの供給［８］ 

60/00 本質的に静止したまま燃料が燃える燃焼装

置［８］ 

60/02 ・火格子を通じて供給される燃焼空気を有

するもの［８］ 

70/00 固体燃焼残滓を再循環するための手段に特

徴がある燃焼装置［８］ 

80/00 燃焼排ガス又は燃料から放出される未燃ガ

スを導くための流路に特徴があるもの［８］ 

80/02 ・燃焼室へまたは燃焼ゾーンへ燃焼排ガス

を再循環するもの［８］ 

80/04 ・燃焼排ガスの流れを案内するための手段

によるもの，例．バッフル［８］ 

90/00 装置の種類によらない燃焼方法［８，２０

１１．０１］ 

90/02 ・始動技術［２０１１．０１］ 

90/04 ・二次燃焼を含むもの（分離した燃焼室内

で行われるものＦ２３Ｂ１０／０２）［２

０１１．０１］ 

90/06 ・・一次燃焼が還元雰囲気下でのガス化ま

たは乾留であるもの［２０１１．０１］ 

90/08 ・・触媒を用いるもの［２０１１．０１］ 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項［８］ 

ボイラへの燃焼装置の応用に関連したインデキシ

ング系列［８］ 

101/00 燃焼室がボイラ容器内に設置されている，

例．冷却面に囲まれているもの，燃焼装置

のボイラへの適用［８］ 

103/00 ボイラの開口部内または開口部に向けて設

置するための，例．オイルバーナに換えて

使用するための，燃焼装置の適用［８］ 

103/02 ・本質的に水平な炎を作成するためのもの

［８］ 

 


